






































































　『日本書紀』では、著名な「吉野の鮎」の童謡（天智 10 年 12 月癸酉条）の場合には、「曵之
弩能阿喩（えしぬのあゆ）」とする他に、神功皇后即位前紀では、「細鱗魚」（『和名抄』に見





























































を回避し、二母音の片方を省くという傾向がある。この ayu-ichi の場合もこの u-i の
二母音の uを省略し、アイチと読ませたのであろう。（ルビ省略）」（6）
















































































































































































































































































































































































































東急本が 69、名市博本が 65、高山寺本が 62 郷である。
　これに対して、『古律書残篇』が、尾張国は、「郡八　郷百九　里三百一」としており、郷・
































































































































































































































































































































（5）柳田国男『地名の研究』（『柳田国男全集 20』ちくま文庫版、1990 年、初刊は 1936 年）。
（6）平川南『新視点古代史　日本の原像』（全集日本の歴史 2、小学館、2008 年）。













































（26）山田寂雀「千竈郷の比定で市史に反論」（『郷土文化』第 53 巻 3 号　1998 年）。
付記
　『新修名古屋市史』について、その全体的当否は別として、きわめて初歩的なミスを犯
しているので、お詫びを兼ねてその点に触れておきたい。
　第一。単純なミスなのだが、弊害もあったことで、榎撫駅の故地を桑名市としてしまっ
た。多度町戸津であることは自明の定説と認識していたのだが、多度町が桑名市だと思い
込んでいたのである。今日では、多度町は桑名市と合併しているから目立たぬミスとも言
えようが、この記述を「信じた」春日井シンポジウムの関係者が桑名市中心部に榎撫駅を
置く地図を作ってしまった。岡田登氏が私信で指摘して下さるまで、このミスに気付いて
いなかった。岡田氏に感謝する。
228
「あゆちの世界」序論
　第二。鳴海廃寺の出土瓦について、十分に確かめもしない早とちりで、筆を滑らせてし
まった。梶山勝氏が、論文の中で、私見の誤謬にも論及して下さったが、汗顔とともに感
謝したい。梶山勝「鳴海廃寺の創建年代をめぐって」（『名古屋市博物館研究紀要』第 28 巻
　2004 年）。
　第三。これは、私の勉強不足のため管見が及ばなかった結果で、「多度神宮寺資材帳」の
賢璟の署名を自署としてしまったこと。荒田井一族の地元での役割論に大きな影響を及ぼ
すものではないと思うが、論稿の瑕であることは間違いない。直後に気がついたが、「後
の祭り」、教訓としたい。
